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専
務
理
事 

 
退
任
の
ご
挨
拶 

伊藤 正樹 

 

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、 

春
耕
起
を
迎
え
農
作
業
に
忙
し
い
毎
日 

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
私
こ
と
、
去
る
４
月
24
日
の
通 

常
総
会
に
お
い
て
専
務
理
事
を
退
任
致
し
ま

し
た
。 

 

平
成
19
年
に
理
事
と
な
り
４
期
12
年
間
、
そ

の
内
平
成
28
年
か
ら
３
年
間
は 

 
 

 

専
務
理
事
と
し
て
常
勤
役
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

専
務
理
事
就
任
中
、
平
成
28
年
夏
に
は
、
観
測

史
上
初
め
て
立
て
続
け
に
北
海
道
に
上
陸
し
た

台
風
お
よ
び
長
雨
の
影
響
に
よ
り
、
本
町
に
お

い
て
も
甚
大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
特
に
台

風
10
号
で
は
河
川
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
氾
濫
し
、

農
作
物
や
家
畜
の
み
な
ら
ず
、
農
地
や
道
路
・

橋
な
ど
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
、
水
源
地
の
損
壊
に
よ
る
長
期
間
の
断

水
で
は
、
営
農
用
水
の
確
保
に
奔
走
し
た
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
昨
年
９
月
６
日
に
は
最
大
震
度
７
と

い
う
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
、
地
震
に
よ
る

大
き
な
被
害
も
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
後
、
北

海
道
全
域
に
お
よ
ぶ
大
規
模
停
電
（ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
）が
発
生
し
、
特
に
酪
農
で
は
搾
乳
機

が
使
用
で
き
な
い
事
態
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
も
受

け
入
れ
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
大
き
な
影
響 
  

 

が
出
ま
し
た
。
役
職
員
に
よ
る
被
害
調
査
の
実

施
、
町
内
電
気
関
係
業
者
・建
設
・
土
建
会
社
と

の
協
力
に
よ
り
発
電
機
を
確
保
し
深
夜
ま
で
対

応
し
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

 

幾
多
の
自
然
災
害
等
苦
難
が
発
生
し
た
時
も
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
、
関
係
機
関
そ
し
て
組
合
員
の
皆
さ

ん
が
一
致
団
結
し
そ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
こ

ら
れ
た
事
は
、
協
同
の
精
神
を
特
に
感
じ
た
時

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
昨
年
の
２
月
に
は
新
得
町
農
協
創
立

70
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
多
く
の
皆
様
の
協
力

を
得
て
記
念
式
典
を
開
催
で
き
ま
し
た
事
も
大

切
な
想
い
出
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
組
合
員
戸
数
も
年
々
減
少
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
産
規
模
の
拡
大
と
生
産
技

術
の
向
上
、
基
盤
整
備
の
充
実
な
ど
、
組
合
員

個
々
の
努
力
に
よ
り
農
業
生
産
額
は
増
加
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
も
規
制
改
革

に
よ
る
自
己
改
革
や
准
組
合
員
問
題
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
課
題
の
多
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組

合
員
と
農
協
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
ま
す

よ
う
に
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
得
町
農
業
と
農
協
の

益
々
の
発
展
そ
し
て
組
合
員
、
役
職
員
の
ご
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。 代

表
監
事 
 

退
任
の
ご
挨
拶 

福原 智幸 

平
成
二
十
八
年
よ
り
代
表
監
事
と
し
て
三
年
、

計
十
二
年
役
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
役
職
員
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん

地
域
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
ご
指
導
励
ま

し
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
重
責
な
任
で
は
あ

り
ま
し
た
が
務
め
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

役
員
を
務
め
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
頃

か
ら
比
べ
る
と
、
総
合
的
な
組
合
員
の
経
営

体
力
の
向
上
に
よ
り
農
協
の
財
務
基
盤
も
よ

り
強
固
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
を
取

り
ま
く
環
境
は
内
外
共
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
先
人
た
ち
の
高
い
志
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
新
得
町
農
協
と
組
合
員
皆
さ
ん
が

よ
り
発
展
を
続
け
る
事
を
心
よ
り
祈
念
し
な

が
ら
、
退
任
の
御
礼
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 平

成
十
九
年
よ
り
監
事
と
し
て
九
年
、 

参
事
兼
務
理
事 

 

退
任
の
ご
挨
拶 

 

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

春
耕
起
を
迎
え
農
作
業
に
忙
し
い
毎
日
と
存

じ
ま
す
。 

 

さ
て
私
こ
と
去
る
四
月
三
十
日
を
も
っ
て

退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
一
年
本
組
合
に
奉
職
し
、
金
融

課
・農
産
課
・経
営
課
を
経
験
し
、
平
成
二
十

二
年
よ
り
九
年
間
参
事
と
し
て
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

 

入
組
か
ら
四
十
三
年
、
長
き
に
わ
た
り
、 

組
合
員
皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
と
ご
指
導
、

又
役
職
員
皆
様
の
温
か
い
支
え
の
も
と
、
退

職
を
迎
え
た
事
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

自
分
で
は
精
一
杯
や
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、

い
た
ら
ぬ
点
や
未
熟
な
点
が
多
々
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
協
力
に
よ

り
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

農
業
・農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
は
農
協
改

革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
い
ず
れ
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
年
は
元
号
改
正
、
Ｊ
Ａ
改
革
の
期
限
到

来
、
参
議
院
選
挙
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ル
ー
ル
改
正
、

消
費
税
引
き
上
げ
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
革
の

多
い
年
で
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様
お
よ

び
役
職
員
が
協
同
の
精
神
も
と
一
致
団
結
に

よ
り
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
新
得
町
農
業
協
同
組
合
の
益
々

の
ご
発
展
と
組
合
員
皆
様
、
役
職
員
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
御
祈
念
し
、
退
職
の
お

礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

参
事
兼
務
理
事 

 

退
任
の
ご
挨
拶 

 

拝
啓
、
陽
春
の
候
、
益
々
の
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
平

成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
を
。 

持
ち
ま
し
て
退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

顧
み
ま
す
と
昭
和
五
十
四
年
四
月

に
入
所
以
来
、
足
か
け
四
十
年
間
組

合
員
皆
様
を
始
め
、
役
職
員
の
皆
様

方
に
は
、
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

た
事
に
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

昭
和
五
十
四
年
に
新
入
職
員
と
し

て
、
営
農
企
画
室
に
配
属
さ
れ
二
年

間
は
農
産
畑
の
業
務
に
携
わ
り
ま
し

た
が
、
農
協
人
生
の
殆
ど
は
酪
農
・
畜

産
畑
一
筋
で
働
か
せ
て
頂
き
、
あ
る

意
味
で
は
幸
せ
者
だ
っ
た
と
今
、
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

昭
和
か
ら
平
成
の
半
ば
頃
ま
で
は
、

乳
牛
や
肉
牛
販
売
も
今
と
は
違
い
、

買
手
市
場
が
当
た
り
前
の
時
代
で

あ
っ
た
た
め
、
庭
先
販
売
で
は
苦
労
の

絶
え
な
い
時
代
で
し
た
。 

 

特
に
、
平
成
十
二
年
に
は
口
蹄
疫
の

発
生
、
翌
年
十
三
年
に
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発

生
に
よ
り
、
固
体
販
売
は
値
が
付
か

ず
、
生
体
移
動
も
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど

一
時
は
マ
ヒ
状
態
に
陥
っ
た
事
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

昨
年
十
二
月
三
十
日
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１

１
、
二
月
一
日
は
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効

さ
れ
、
農
業
情
勢
は
よ
り
一
層
厳
し

さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
が
、
地
域
社

会
を
守
る
た
め
生
産
者
と
農
業
組
織

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

期
待
致
し
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
得
町

農
業
、
農
協
の
発
展
と
組
合
員
の
皆

様
、
並
び
に
役
職
員
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

武田 昌孝 

渡辺 昭一 

２ 



 

4
月
24
日
、
新
得
町
農
業
協
同

組
合
、
第
89
回
通
常
総
会
が
公
民

館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
綱
領
朗
唱

後
の
太
田
組
合
長
の
挨
拶
で
は

「
本
年
の
支
払
販
代
に
つ
い
て
、

畑
作
十
三
億
三
千
七
百
万
円
、
前

年
比
百
四
．
八
％
、
酪
農
畜
産
関

係
百
七
十
七
億
七
千
四
百
万
円
、

前
年
比
一
〇
三
．
一
％
と
な
り
合

計
で
は
百
九
十
一
億
一
千
百
万
円

と
な
り
前
年
比
一
〇
三
．
二
％
と

過
去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。
前
年

よ
り
約
六
億
円
増
加
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
」
と
報
告
さ

れ
、
続
け
て
「
6
月
下
旬
か
ら
の

低
温
長
雨
7
・
8
月
に
も
大
雨
に

よ
る
湿
害
が
あ
り
小
麦
を
中
心
に

生
育
に
影
響
が
出
、
ま
た
9
月
に

は
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
大
規
模

停
電
を
う
け
て
酪
農
業
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
災
害
が
多
い
年
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
例
年
を
上
回
る
結

果
が
出
ま
し
た
こ
と
に
組
合
員
皆

様
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
、

そ
の
後
、
議
長
に
若
杉
真
吾
さ
ん

（
北
新
得
地
区
）
が
選
任
さ
れ
、

全
7
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
で
は
、

理
事
9
名
、
監
事
3
名
の
候
補
者
が
承
認
さ
れ
、

午
後
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
理
事
会
・
監
事
会
に

て
新
役
員
体
制
が
決
定
致
し
ま
し
た
。 

【
新
役
員
体
制
】 

 

会 

長 

理 

事 
 

伊
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政
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祐
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参
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兼
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理
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五
十
嵐
良
和 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
称
略 

挨拶をする太田組合長 議長 若杉真吾氏（北新得） 

３ 



～青年部による子供農作業体験～ 

５
月
30
日
、
青
年
部
は
毎
年
行
っ
て
い
る
子
供
農
作

業
体
験
を
屈
足
南
小
学
校
に
て
行
な
い
ま
し
た
。

当
初
は
29
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
雨
で

１
日
順
延
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
畑
に
と
っ

て
は
恵
み
の
雨
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
快
晴
で
絶
好
の
農
作
業
日
和
と
な
り
、

1
年
生
8
名
が
参
加
し
、
青
年
部
の
自
己
紹
介
が

終
わ
る
と
畑
に
移
動
を
し
、
じ
ゃ
が
い
も
、
胡
瓜
に

枝
豆
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
を
青
年
部
の
説
明
や
指
導

を
受
け
、
熱
心
に
作
業
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

作
業
後
に
は
友
夢
牧
場
か
ら
冷
た
い
牛
乳
が
振

る
舞
わ
れ
青
年
部
と
生
徒
が
乾
杯
を
交
わ
し
、
青

年
部
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

 

４ 



✿
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
✿ 

5
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
Ｊ
Ａ
事

務
所
前
に
て
毎
年
女
性
部
活
動
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
４
人
の
部
員
が
参
加
し
、

各
自
持
ち
寄
っ
た
苗
を
協
力
し
合

い
な
が
ら
作
業
に
打
ち
込
ん
で
い
ま

し
た
。 

 

農
協
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
足

を
止
め
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

各部・新役員紹介 

ＪＡ新得町青年部 

 部 長 吉田  幸太郎（佐幌） 
 
副部長 持田 直哉（佐幌） 
 
副部長 平  一真（屈足） 

ＪＡ新得町女性部 

 女性部よつ葉部会 

理事 伊藤 尭洋（上佐幌） 
 
理事 村上 明弘（上佐幌） 
 
理事 百瀬 雄二（広内） 

理事 山本 珠生（上佐幌） 
 
監事 井上 和哉（佐幌） 
 
監事 若杉 真吾（北新得）  

  部 長  平  かよ子（屈足） 
 
副部長   松浦 まり子（屈足）  

理事 岡田 伸子（北新得） 
 
監事 金田 美智子（屈足ユートピア） 

    部会長    湯浅 菜美（上佐幌） 
 
 副部会長  若杉 絵里子（北新得） 
 
  理  事   加藤 香織（上佐幌） 

理事 平 紗衣（屈足） 
 
監事 伊藤 友美（上佐幌） 

５ 



第
２
回 

4
月
24
日
開
催 

報 

告 

事 

項 
  

1
、  
出
資
譲
渡
（受
）・加
入
・脱
退 

     

申
込
者
に
つ
い
て 

2
、  

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て  

3
、  

総
合
的
な
リ
ス
ク
量
管
理
に 

     

お
け
る
取
組
状
況
に
つ
い
て 

4
、  

3
月
末
畜
産
物
取
扱
い
実
績 

     

に
つ
い
て 

5
、  

町
営
牧
場
の
3
月
末
預
託 

     

状
況
に
つ
い
て 

6
、  

職
員
の
人
事
異
動
に
（退
職
） 

     

に
つ
い
て 

7
、  

そ
の
他 

  

協 

議 

事 

項 
 

1
、  

会
長
理
事
の
互
選
に
つ
い
て 

2
、  

代
表
理
事
組
合
長
の
互
選 

     

に
つ
い
て 

3
、  

専
務
理
事
の
互
選
に
つ
い
て 

4
、  

信
用
を
担
当
す
る
理
事
の 

     

互
選
に
つ
い
て 

5
、  

参
事
兼
務
理
事
の
互
選
に 

     

つ
い
て 

6
、  

定
款
32
条
④
に
よ
り
組
合 

     

長
に
事
故
、又
は
欠
員
時
の 

     

職
務
代
理
の
順
位
に
つ
い
て 

7
、  

事
業
部
門
担
当
理
事
の
選 

     

任
に
つ
い
て 

8
、  

農
協
生
乳
委
員
会
担
当
理 
     

事
の
選
任
に
つ
い
て 

9
、  

て
ん
菜
糖
合
理
化
、ホ
ク
レ 

     

ン
区
域
甜
菜
協
、十
勝
酪
対 

     

協
、十
勝
農
対
委
員
の
選
任 

     

に
つ
い
て 

 

10
、  

西
十
勝
農
業
セ
ン
タ
ー
運
営 

     

運
営
協
議
会
委
員
・監
事
並 

     

び
に
小
麦
自
主
検
定
委
員
の 

     

選
任
に
つ
い
て 

11
、  

士
幌
澱
粉
工
場
運
営
協
力 

     

委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

12
、  

常
務
理
事
事
務
引
継
に
か
か 

     

わ
る
立
会
人
の
指
名
に
つ
い
て 

13
、  

平
成
31
年
度
役
員
報
酬
額
の 

     

配
分
決
定
に
つ
い
て 

14
、  

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に 

     

つ
い
て 

15
、  

総
会
に
お
け
る
理
事
会
一
任 

     

事
項
に
つ
い
て 

16
、  

農
業
経
営
と
農
協
事
業
を
語 

     
る
地
域
懇
親
会
意
見
集
約
に 

     
つ
い
て 

17
、  

職
員
給
与
表
の
改
定
並
び
に 

     

給
与
に
つ
い
て 

18
、  

業
務
機
構
改
革
に
つ
い
て 

19
、  

平
成
31
年
度
信
用
供
与
限 

     

度
額
等
の
設
定
に
つ
い
て 

20
、  

平
成
31
年
理
事
に
対
す
る
組 

     

勘
供
給
限
度
額
と
組
勘
貸
越 

     

極
度
額
の
設
定
に
つ
い
て 

21
、  

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

22
、  

固
定
資
産
リ
ー
ス
の
取
得
に 

     

つ
い
て 

23
、  

Ｈ
30
年
度
北
海
道
肉
用
牛 

     

災
害
緊
急
支
援
対
策
事
業 

     

に
係
る
（転
貸
リ
ー
ス
）貸
付
に 

     

つ
い
て 

24
、  

そ
の
他 

第
３
回 

５
月
31
日
開
催 

報 

告 

事 

項 
 

1
、  

加
入
・脱
退
・譲
渡
申
込
み 

     

に
つ
い
て 

2
、  

内
部
監
査
の
報
告
に
つ
い
て 

3
、  

内
部
監
査
実
施
計
画
の
変    

     

更
に
つ
い
て 

4
、  

生
前
贈
与
に
か
か
る
債
務
保 

     

証
残
高
に
つ
い
て 

5
、  

4
月
末
畜
産
物
取
扱
い
実
績 

     

に
つ
い
て 

6
、  

伝
染
性
乳
房
炎
蔓
延
防
止
対 

     

策
事
業
要
領
に
つ
い
て 

7
、  

農
業
協
同
組
合
検
査
（道
検 

     

査
）の
実
施
に
つ
い
て 

8
、  

そ
の
他 

 

協 

議 

事 

項 
 

1
、  

行
政
庁
へ
の
業
務
報
告
書
の 

     

提
出
に
つ
い
て 

2
、  

２
０
１
９
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア  

     

ン
ス
・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ 

     

い
て 

3
、  

令
和
元
年
度
農
業
機
械
施 

     

工
料
金
に
つ
い
て 

4
、  

特
定
組
合
員
担
当
理
事
の 

     

変
更
に
つ
い
て 

5
、  

令
和
元
年
理
事
に
対
す
る
組 

     

勘
供
給
限
度
額
と
組
勘
貸
越 

     

極
度
額
の
設
定
に
つ
い
て 

6
、  

令
和
元
年
度
畜
産
近
代
化
リ 

     
ー
ス
協
会
に
係
る
（転
貸
）貸 

     
付
に
つ
い
て 

       
      

7
、  

持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の 

     

確
立
に
向
け
た
組
織
討
議
の 

     

意
見
集
約
結
果
に
つ
い
て 

8
、  

平
成
30
年
度
北
海
道
酪
農 

     

体
質
強
化
対
策
費
等
（10
月 

     

～
3
月
分
）の
支
払
い
に
つ
い
て 

9
、  

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

10
、  

固
定
資
産
リ
ー
ス
の
取
得
に 

     

つ
い
て 

11
、  

Ｊ
Ａ
新
得
町
就
農
支
援
事
業 

     

要
領
制
定
に
つ
い
て 

12
、  

組
合
員
規
程
例
の
改
正
に
つ 

     

い
て 

13
、  

そ
の
他 

       

６ 



①
岡
野 

晴
喜
（オ
カ
ノ 

ハ
ル
キ
） 

 

②
畜
産
部 

畜
品
販
売
課 

 

③
清
水
町 

 

④
大
東
文
化
大
学 

 

⑤
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー 

ア
イ
ド
ル
鑑
賞 

 

（特
に
ハ
ロ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

生
田
衣
梨
奈 

 
 

 
 

 

推
し
） 

 

⑥
早
く
仕
事
を
覚
え
、
組
合
員
の
方
々
に
覚 

 
 

 

え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り 

 
 

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

①
氏
名 

②
配
属 

③
出
身
地 

④
最
終
学
歴 

 
 

 

⑤

趣
味
・特
技 

⑥
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
！ 

①
牧
村 

義
晃
（マ
キ
ム
ラ 

ヨ
シ
ア
キ
） 

 

②
畜
産
部 

酪
農
課 

 

③
芽
室
町 

 
④
帯
広
大
谷
短
期
大
学 

 

⑤
釣
り
・バ
ト
ミ
ン
ト
ン 

 

⑥
こ
れ
か
ら
は
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
高
い
意 

 
  

識
を
持
ち
、
組
合
員
の
皆
様
と
よ
り 

 
  

良
い
信
頼
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
努 

 
  

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
、
ご
指
導 

 
  

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い 

 
  

し 

ま
す
。 

  

7 



 

JA グループ通信 
ＮＨＫ連続テレビ小説「なつぞら」をご覧になっていますでしょうか？ＪＡ北海道中央会のフェイスブックペー

ジでは、4 月 23 日より「なつぞらに関する投稿」を不定期ながら発信しています。 

ドラマでは当時の農業や農村の様子だけはなく、農協（ＪＡ）についても、取り上げ 

られていることから、北海道農業をサポートするＪＡグループ北海道として、ドラマの 

感想も含め、関連する北海道農業・酪農の歴史や魅力、ＪＡに関する歴史・話題などを 

お届けしてゆく予定です。フェイスブックにて検索頂きＪＡ北海道中央会のページに 

「いいね！」「ページをフォローする」をタップ頂きますと、記事が表示されるように 

なりますので、ご覧いただけると幸いです。フェイスブックページで 

「ＪＡ北海道中央会」で検索するか、または、こちらのアドレスからどうぞ 

⇒ https://www.facebook.com/jahokkaido 

 

ＪＡ北海道中央会 

 ＪＡバンク北海道では、スポーツ振興や地域振興の観

点から、「日刊スポーツ豊平川マラソン」への協賛を行

い、今年で４年目となります。ゼッケンに「ＪＡバンク

北海道」ロゴを掲出し、特設ブースには新キャラクター

「よりぞう」も駆け付け、一緒に写真撮影をされた方に

「よりぞう」シールを 

プレゼントしました。 

「よりぞう」が登場すると、 

たくさんの子供たちに囲まれ、 

大会を大いに盛り上げました 

ＪＡ北海道信連 

ホクレンは創立 100 周年を迎えた 4 月 18 日、札幌パ

ークホテルにて会員ＪＡ・取引先をはじめとする皆様に

ご臨席いただいて記念式典を開催し、続けて祝賀会も開

催しました。祝賀会では 100 周年の節目にあらためて設

定したホクレンの経営理念～わたしたちは生産者のた

めの協同組合として会員ＪＡと連携した事業を通じ、共

生の大地北海道から、「農」 

と「食」の未来を担いま 

す～が内田会長より発表 

されました。 

ホクレン 

ＪＡ共済連では、道内の８校（中・高等学校）にて、

スタントマンが危険な自転車走行に伴う交通事故場面

を再現し、生徒が事故の危険性を疑似体験する（スケア

ード・ストレイト教育技法）自転車交通安全教室を開催

します。 

ＪＡ共済連は、本活動を通じて交通事故の未然防止 

を図り、次世代を担う子供 

たちの育成と安全な生活環境 

づくりに貢献していきた 

いと考えております 

ＪＡ共済連北海道 

 組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守る

ため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを目的

として、広報誌「すまいる」を発行しております。 

年３回発行しており、様々な医療・健康情報を発信

しております。 

ホームページにも 

バックナンバーを掲 

載しておりますので、 

是非ご一読ください。 

 

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を紹介

します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご

覧ください。 

ＪＡ北海道厚生連 

８ 



９ 


